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実行委員会あいさつ


　上映会では、まず大野哲夫実行委員長（写真）が「暗い映画なので迷ったが、あの時代をもう一度振り返ることは大切だと考えた。計画を決めた後、派遣切りなどが起きた。原作は暗い運命を切り開くのは団結だということで終わっている。映画を見ることができず働いている人にも伝えて欲しい」と挨拶。


作品と時代背景を解説


　続いて「深大寺九条の会」の松井和夫さん（写真）が、多喜二自身が作品の意図を語った手紙や略歴のプリントをもとに原作と映画を解説。「多喜二はまさにルールなき資本主義の時代に労働者を励ます文学を書いたのだと思います」と話しました。


原作の最後を朗読


  映画の上映後、昼は世田谷「九条の会」の荘司美子さん（写真左上）、夜は調布「憲法ひろば」の二宮陽子さん（同下）が、原作「蟹工船」の最後の部分を朗読しました。


　映画と原作は最後の部分が異なっています。無法な監督や部下の横暴に耐えかねた労働者の反乱を鎮圧しに駆逐艦が来るところは同じですが、映画は軍隊が発砲し、少年労働者を含む何人かが犠牲になって終わります。


　しかし、原作では、発砲はなく、首謀者とされた仲間が連行された後、残された労働者たちの決意で締めくくられています。


　「―間違っていた。ああやって、九人なら九人という人間を、表に出すんでなかった」「俺達全部は、全部が一緒になったという風にやらなければならなかった」「今度こそ、…犠牲者を出さないように全部で、一緒にサボルことだ」「それでももし駆逐艦を呼んだら、この時こそ力を合わせて、一人も残らず引渡されよう！」―。


　最後の文章、「そして彼等は、立ち上った。―もう一度！」が朗読されると、会場から拍手が湧きました。








E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp


WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html











�








　「調布憲法ひろば」が２月例会に位置づけた「『蟹工船』調布上映実行委員会」主催の「蟹工船」上映会が２月５日（木）午後と夜、「調布文化会館たづくり・くすのきホール」で開かれ、昼夜合わせて約７００人が観賞しました。上映前に解説、上映後に朗読が入った上映会は、「よく分かった」「考えさせられた」と、おおむね好評でした。


　　　　　　　　　（丸山 重威・記）





　上映会の観客は、昼が約四五〇人、夜が二五〇人。モノクロの迫力ある画面に見入った。この映画は一九五三年の現代プロダクション作品。山村聡の脚本・監督・出演のほか河野秋武、森川信、花沢徳衛、日高澄子、中原早苗らが出演している。朝鮮戦争と日本の再軍備に警鐘を鳴らす気概を感じさせる。撮影の宮島義勇カメラマンは、この映画で第八回毎日映画コンクールの撮影賞を受けている。





�











